
 

 

令和７年度 熊本県学校図書館協議会 事業報告 
 

１ 熊本県学校図書館協議会の会議の開催 

（１）令和７年度 熊本県学校図書館協議会 評議員会・事務局長会合同会の開催 

 

  ①第１回評議員会・事務局長会合同会 

        ○令和７年６月１３日（金）１５：００～ 

○場所 水前寺共済 グレーシア 

        ○内容 今年度事業計画等 

 

②各種コンクール表彰式 第２回評議員会・事務局長会合同会 

        ○令和８年２月１３日（金）１５：００～１６：３０ 

○場所 アクアドーム 

        ○内容 本年度の反省と来年度への志向 

 

２ コンクール事業 

（１）第７１回全九州学校図書館コンクール（九州学校図書館協議会･西日本新聞社共催）              

①書類審査：参加応募なし 

②現地審査：参加応募なし 

 

（２）令和７年度熊本県読書感想文コンクール（兼）第７１回青少年読書感想文全国コンクール           

（主催：全国学校図書館協議会、主管：毎日新聞社） 

小学校の部 ・審査日時：１１月１３日（木）１５：００～１６：００ 

        ・会  場：アクアドーム A 会議室 

  中学校の部 ・審査日時：１１月１３日（木） 

        ・会  場：アクアドーム A 会議室 

   高校の部 ・審査日時：１０月２９日（水） 

        ・会  場：熊本県立八代清流高等学校 

・審 査 員：読書感想文委員会 

…結果は別紙 

（３）令和７年度熊本県読書感想画コンクール（兼）第６９回西日本読書感想画コンクール               

（主催：九州山口図書館協議会、西日本新聞社） 

小中学校の部・審査日時：１１月１８日（火）９：００～１６：００ 

・会  場：熊本市立武蔵中学校 

        ・審 査 員：前田 信明 先生（元九州産業大学造形短期大学部特任教授） 

   高校の部 ・審査日時：１１月１４日（金） 

        ・会  場：熊本県八代清流高等学校 

        ・審 査 員：読書感想画委員会 

…結果は別紙 

（４）推薦・指定図書の選定 

   ①青少年読書感想文全国コンクール指定図書推薦 

②西日本読書感想画コンクール課題図書選定（令和８年１月３１日） 

 

 

 

 

 



 

 

３ 学校図書館研究の深化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）『令和７年度 研究紀要』の発刊 

（２）第４２回九州地区学校図書館研究大会（佐賀大会） 

（３）西日本読書感想画コンクールへの参加 

（４）青少年読書感想文全国コンクールへの参加 

（５）学校司書の配置運動の推進・小中学校司書部会との連携 

（６）各種読書推進団体、各種図書館関係団体への協力 

 

４ 各種関係団体会議等への出席 

（１）公益社団法人 全国学校図書館協議会の会議等への出席 

   期日：令和８年２月９日（月）１３：３０～１６：００（Zoom 会議） 

 

（２）九州・山口地区学校図書館協議会の会議等への出席 

① 第１回 九州・山口ＳＬＡ事務局長会議…県事務局次長 

    期日：令和７年５月９日（金）(ZOOM 参加) 会場：福岡県福岡市 

 

② 第２回 九州・山口ＳＬＡ事務局長会議ならびに 

   「第７０回西日本読書感想画コンクール審査会」…県事務局次長 

    期日：令和７年１２月４日（木）１２月５日（金）６日（土）会場：大分県大分市 

 

③ 第７０回西日本読書感想画コンクール指定図書選定会議…県事務局長 

    期日：令和８年１月３１日（土）会場：福岡県福岡市（西日本新聞社） 

 

④ 第７０回西日本読書感想画コンクール表彰式…県事務局長 

期日：令和８年２月１日（日）会場：福岡県福岡市（電気ビル共創館） 

     

（３）熊本県図書館連絡協議会の会議等への出席 

   「理事会」…会長  ※会計監査…県事務局長 

 

 

＜成果と今後の課題＞ 

 令和７年度も、熊本県学校図書館協議会の大きな柱「読書感想文コンクール」「読書感想画コン

クール」「図書館コンクール」事業がおこなわれた。前年度に引き続き「図書館コンクール」事業

は応募がなく残念だったが、残りの２つの事業は、今年度も多くの作品を出品していただくことが

できた。また、今年度は読書感想画の山口・九州各県からの小・中学部門の出品数が増えていた。

それに伴い、熊本県の小・中学部の入賞者が減ってしまった。（高校の入賞者は増えた。）熊本県

の読書感想画は出品数が減少傾向にあるので、児童の読書離れの解消を目指すためにも、各支部の

取り組みや実践を共有する場や機会を設けること、さらに、実践に繋げていくことも検討していく

必要があると考える。同時に、読書感想画や感想文の指導についての機会を設け、指導者の育成も

必要となっていくと考えられる。今後も、熊本県の学校図書館が充実し、学校教育の基盤を支える

ような存在になるよう、本協議会の活動の活性化と研究の深化を図っていきたい。 

研究の視点 

☆魅力的な学校図書館づくり 

☆学習・情報センターとしての学校図書館のあり方 

☆読書センターとしての学校図書館のあり方 

☆司書教諭と学校司書の連携のあり方 

☆家庭、公共図書館、他校との連携のあり方 


